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『お隣さんが殺し屋さん』 

藤崎翔 著 

KADOKAWA 

 

今自分が一番心に残っている本は、『お隣さん

が殺し屋さん』という本です。この本の心に残っ

ている場面はたくさんあるのですが、その中から

２つ紹介します。まず１つ目は、専門学校に入学

するために田舎から上京してきた美菜という女

性が、引っ越し先の隣人に挨拶をしに行くシーン

です。２つ目は、引っ越しをした美菜に、美菜の

両親が電話をしている所です。この場面の、美菜

に対する母の優しい心と父の思いやりのある心

が良いと思いました。 

この本で私は、他人に対する言葉遣いや人を思

いやる心を持って生活していこうと思いました。 

（遠藤椋翔） 

『ぼくらの大脱走』 

宗田理 著 

KADOKAWA 

 

私はあまり本を読まないのですが、中学生の時

に『ぼくらの大脱走』という本を本屋で見つけて、

読んでみようと思いました。この本は、「ぼくらシ

リーズ」というシリーズの中の１冊で、島に監禁

された友達を救うという話です。そのために色々

な計画を立てたり、島にいる殺人犯からどのよう

にして逃れるのかなど、読んでいてドキドキしま

した。 

この本のように、仲間たちで話し合いをすると

よいアイディアが浮かぶのではと思いました。ぜ

ひ読んでみてください。 

（ﾍﾟﾝﾈｰﾑ トミー） 

 

『青鬼 ジェイルハウスの怪物』 

noprops 原作, 黒田研二 著 

PHP研究所 

 

私が一番心に残っている本は『青鬼 ジェイル

ハウスの怪物』という小説です。児童向けの本な

のですが、ストーリー性がとても深く、読んでい

る内に夢中になってしまうほど面白い内容にな

っています。現在も続いているシリーズ物なので

すが、話もしっかりと続いていて、飽きさせない

ようにイラストもあり、読みごたえがあります。 

人気ホラーゲームの『青鬼』が元になっている

のですが、別の世界線（パラレルワールド）の話

になっています。ホラーですが、時にはおふざけ

要素もあり、楽しく読むことができます。なので、

本を読むのが嫌いな人も含め、多くの人に読んで

ほしいと思います。 

（ﾍﾟﾝﾈｰﾑ プロゲーマーになりたくないゲーマー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書委員さんの「いちばん心に残っている本」第３弾をお届けします。 

春休みの長期貸し出しも始まりました。この機会にたくさん借りて、たくさん読んでください。 

○有→蔵書あり 

LIBRARY News 
令和３年２月号② 船引高校図書館 feat.１学年図書委員 

春休みの貸し出し 

図書：５冊まで 

雑誌：２冊まで 

返却期限は４/１６（金）です。 
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